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＜連絡事項＞
・動静の発熱者等は各勤務帯で入力することになっていますが、漏れが多いです。気を付けていきましょう。
[bookmark: _GoBack]
＜患者様連絡事項＞
・淵沢　和子様～熱の持続がありました。発熱を繰り返さないよう口腔ケアもきちんと行ってください。仙骨部の発赤もありました。オムツ交換と共に除圧、下肢の挙上もしっかりと行いましょう。

＜要注目患者様＞	
・淵沢　和子様～至急採血検査の指示あり施行していました。本日熱はなく食事も摂れています。

・山谷　由香様～9:40 39.3℃あり発熱時カロナール2T服用。主治医指示にてコロナ・インフルエンザ抗原検査実施し陰性。昼食は全量摂取し一旦解熱あるも15：00体温38.5℃悪寒ある。感冒症状なし。15：40発熱時カロナール2T服用。水分補給行っている。

・赤石　陽介様～体温36.9～36.7℃、膿尿、亀頭部痛の訴えが聞かれている。食事摂取水分補給は出来ている。

＜小柳Dr診察情報＞	
・田島　達三様～鼻汁や、目のかゆみの訴えありフェキソフェナジンが8日分退院時処方に追加となる。13:00自宅に退院となっている。

・大江　あや子様～退院指示ある。退院時処方3日分ある。

・松田　健様～気分変動なし。外出希望が聞かれています。病棟で調整しての付き添い外出の許可はある。

・山谷　由香様～発熱に対し解熱剤の服用とコロナインフルエンザ抗原検査指示ある。
　　　　　　　　食欲がない時は点滴等で対応していきます。

＜柞木田Dr診察情報＞	
・出町　文子様～臨時薬7日分処方。14日が叔父の面会予定。外泊訓練の打診をして下さい。外泊を繰り返し問題無ければ退院。

・和田　シュン様～眩暈の訴えあるが嘔気なし。本人服薬の変更希望なし。頭の中に声は聞こえる等話しているが処方内容の変更なし。ヘモポリゾン軟膏、ロナセンテープが7日分処方。

・中居　敬悦様～排便コントロールのためポリフルが朝、夕→朝のみ服用指示あり、定期処方より除剤する。

・上村　みわ様～連日の採血拒否あり「身体障害者ですよ。」などと返答。主治医の再三の説明にも「駄目だと思います。」等の言動あり今回の血液検査は見送る事となる。

・金田　由紀様～処方内容の変更なし。今後2泊3日で外泊訓練を繰り返し自宅での食べ過ぎや運動状況を見て退院をすすめていく。

・淵沢　和子様～臨時薬7日分と右肩痛の訴えありハップスターの処方ある。
　　　　　　　　グルコンサンＫ中止となる。

・出河　攻様～腰痛ありケトプロフェンテープ処方となる。


